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写真の説明
　現在の万江阿蘇神社は、享保１３年（１７２８年）
に３度目の再興をされたものと記録があり、その創建
は青井阿蘇神社創建から１年後、平安時代の大同２年
（８０７年）とのことから、１２００年を超える歴史
があります。
　写真は鳥居建替え工事中で、棟梁は前回に続き谷口
剛さんです。指導を受けながら地区の皆さんが交替し
て作業を行っています。年内には新しい鳥居に換わり
ますので参拝方々ご覧下さい。

神社関係者より
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山江村議会だより平成30年10月31日発行 ②

【単位：円，構成比％】歳入決算前年度との比較

　平成３０年第５回９月議会定例会は、９月５日から１４日までの１０日間の会期で開かれた。
今定例会では、平成２９年度一般会計・特別会計の決算認定７件をはじめ、平成３０年度一般会
計・特別会計補正予算７件、山江村移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
など４件、人事案件として、山江村監査委員の選任、山江村教育委員会委員の任命同意など２件
の計２０議案が提案され、全て原案どおり可決された。
　また、住民から提出された請願書、陳情書についても審議を行い、陳情書は採択、請願書は閉
会中の継続審査と決定しました。請願書は今後、産業厚生常任委員会で継続して審査を行ってい
く。今定例会は１３日に６名の議員が一般質問を行い、当面する行政課題等について執行部をた
だした。

歳入総額　3,602,420,829 円

歳入総額　3,478,888,275 円

平成29年度一般会計・特別会計

平成29年度

平成28年度 主に増えたもの
○村税：8,476,068円の増（対前年度比104.1％）
　※（村民税、固定資産税、軽自動車税、市町村たばこ税、入
　　湯税）
○自動車取得税交付金：2,663,000円増（143.9％）
　※県に納付された自動車所得税から徴税費の額を控除
　　した額の70％相当額が交付される。
○国庫支出金：95,651,376円の増（対前年度比130.9％）
　※国庫（負担金、補助金、委託金）より、事務の全部及び一
　　部が交付される。
　　（公営住宅建設補助金、地方道路整備交付金、社会福祉
　　補助金等）
○財産収入：43,165,328円の増（対前年度比477.2％）
　※村の有する財産を貸付けたり、又は売払うことによる
　　収入。
　　（土地建物貸付収入、立木売払収入、土地売払収入、建
　　物売払収入等）
○繰越金：37,600,220円の増（対前年度比114.3％）
　※前年度の予算繰越金

主に減ったもの
○地方交付税：41,871,000円の減（対前年度比97.4％）
　※村の財政需要に即して必要な財源を確保するために、
　　国民の負担する租税を国と村のそれぞれの財政需要
　　によって配分され、村の財源保障を確保するもの。
○分担金及び負担金：10,205,582円の減（対前年度比　
　59.3％）
　※地方自治法の規程に基づき、条例等よって賦課する
　　分担金及び負担金。
　　（児童福祉費負担金、老人福祉費負担金）など
○国庫支出金：18,886,285円の減（対前年度比95.3％）
　※国庫（負担金、補助金、委託金）より、事務の全部及び
　　一部が交付される。
　　（児童福祉費負担金、地方道路整備交付金、社会福祉
　　費補助金等）
○村債：150,800,000円の増（対前年度比70.8％）
　※地方税、地方交付税及び国県支出金などの財源以外
　　に長期の借入資金を財源とするもの。
　　（道路橋梁費債、携帯電話基地局整備事業債、公営住
　　宅債など）
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【単位：円／％】■会計別歳入歳出決算額
決　算　額

会　計　名 予算現額

3,710,735,000

616,593,000

185,912,000

139,298,000

454,651,000

33,209,000

73,509,000

5,213,907,000

歳入総額

3,478,888,275

618,616,764

186,014,602

140,009,758

454,689,466

33,219,227

73,683,677

4,985,121,769

歳出総額

3,277,439,354

583,002,308

180,942,659

134,076,621

381,236,140

31,947,048

60,278,024

4,648,922,154

一 般 会 計

国民健康保険

簡 易 水 道

農業集落排水

介 護 保 険

後期高齢者医療

ケーブルテレビ

合 計

執　行　率歳入歳出
差 引 額

201,448,921

35,614,456

5,071,943

5,933,137

73,453,326

1,272,179

13,405,653

336,199,615

歳　　入

93.8%

100.3%

100.1%

100.5%

100.0%

100.0%

100.2%

95.6%

歳　　出

88.3% 

94.6% 

97.3% 

96.3% 

83.9% 

96.2% 

82.0% 

89.2% 

【単位：円，構成比％】
歳出決算前年度との比較

歳出総額　3,301,272,540 円

歳出総額　3,277,439,354 円

決算を認定！

平成28年度

平成29年度

主に増えたもの
○総務費：41,682,747円の増（対前年度比106.3％）

　※移住定住推進費（堂園地区分譲地造成工事）、財政調

　　整基金費など

○衛生費：17,166,850円の増（対前年度比104.4％）

　※保健衛生総務費（人件費）、健康増進事業費（委託料）

　　など

○農林水産業費：22,583,838円の増（対前年度108.6％）

　※農業振興費（万江地区農業法人運営費、中山間農業モ

　　デル地区事業費）など

○土木費：159,197,545円の増（対前年度比155.3％）

　※社会資本整備事業（下之段橋梁工事）など

主に減ったもの
○議会費：30.102円の減（対前年度比99.9％）

　※共済費（議会議員共済会給付費負担金）など

○消防費：290,678,881円の減（対前年度比25.6％）

　※デジタル防災無線工事など

○災害復旧費：7,861,916円の減（対前年度比9.5％）

　※道路河川災害復旧事業など
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■歳　入 【単位：千円】

平成30年度　特別会計補正予算（第1号・第2号）

説　　　明区　　分 補正前額 補正額 計

600

1,465,000

336,711

197,339

623,157

132,239

31,617

343,800

3,513,033

217

501

25,697

2,926

9,664

51,239

1,729

20,400

112,373

地方特例交付金の増

普通交付税の増

（公共土木施設、林業施設）災害復旧補助金の増

間伐等森林整備促進対策事業補助金の増

特別会計繰入金

繰越金

熊本地震の復旧・復興に係る職員派遣負担金

（公共土木施設、林業施設）災害復旧費債

817

1,465,501

362,408

 200,265

632,821

183,478

33,346

364,200

3,625,406

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債

歳 入 合 計

■歳　出

462,000

159,000

136,000

437,000

35,000

100,000

34,254

1,158

2,755

73,174

520

7,525

496,254

160,158

138,755

510,174

35,520

107,525

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

34,254

1,158

2,755

73,174

520

7,525

国 民 健康保険事業

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

ケーブルテレビ事業

補正予算額の財源内訳

特  定  財  源合　計会  計   名 補正額補正
前額

国県支出金 地方債 その他
一般
財源

【単位：千円】

（国民健康保険、簡易水道、後期高齢者医療、介護保険、ケーブルテレビ）事業は補正第１号
農業集落排水事業は、補正第２号

♦
総
務
費
（
５
，
４
１
０
千
円
）

　
　

例
規
整
備
支
援
委
託
料　
　
　
　
　

１
，
９
５
０
千
円

　
　

や
ま
え
栗
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
託
料 　
１
，
０
８
０
千
円

　
　

土
地
情
報
シ
ス
テ
ム
変
換
業
務
委
託
料　

８
６
４
円

　
　
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
業
務
委
託
料 　

  

１
，
７
４
１
千
円

♦
民
生
費
（
５
，
８
９
７
千
円
）

　
　

臨
時
福
祉
給
付
金
補
助
金
返
還
金　

１
，
２
５
９
千
円

　
　

障
が
い
者
福
祉
費
国
県
支
出
金
返
還
金　

１
，
３
３
６
千
円

　
　

児
童
福
祉
費
国
県
支
出
金
返
還
金　

１
，
７
９
７
千
円

♦
衛
生
費
（
６
２
６
千
円
）

　
　

環
境
整
備
費
印
刷
製
本
費　
　
　
　
　
　

３
２
１
千
円

♦
農
林
水
産
業
費
（
１
２
，
４
７
３
千
円
）

　
　

鳥
獣
被
害
対
策
施
設
整
備
補
助
金　

１
，
３
０
３
千
円

　
　

間
伐
等
森
林
整
備
事
業
委
託
料    　
３
，
４
６
０
千
円

　
　

公
有
財
産
購
入
費   　
　
　
　
　
　

５
，
１
２
０
千
円

♦
商
工
費
（
６
，
３
０
２
千
円
）

　
　

温
泉
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入
費　
　
　

３
，
６
０
０
千
円

♦
土
木
費
（
４
０
０
千
円
）

　
　

土
木
機
械
管
理
費
修
繕
料

♦
教
育
費
（
２
，
８
９
４
千
円
）

　
　

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
費
備
品
購
入
費　

４
３
２
千
円

　
　

文
化
財
保
護
費
修
繕
費　
　
　
　
　

  　

５
５
０
千
円

◆
災
害
復
旧
費　
（
４
１
，
８
８
０
千
円
）

　
　

道
路
河
川
・
林
業
施
設
災
害
復
旧
費　

４
１
，
８
８
０
千
円

◆
予
備
費　
（
３
６
，
４
９
１
千
円
）　　
　
　
　
　
　

な
ど

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

歳
出
合
計（
１
１
２
，
３
７
３
千
円
）

平成３０年度　一般会計補正予算（第３号）平成３０年度　一般会計補正予算（第３号）
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　山江村監査委員
　■住所：山江村大字万江屋形
　■氏名：木下　久人　さん
　　任期：平成30年9月9日
　　　　～平成34年9月8日

　山江村教育委員会委員
　■住所：山江村大字山田手石方
　■氏名：横山　理恵　さん
　　任期：平成30年10月1日
　　　　～平成34年9月30日

　請願書及び陳情書
　○濁毛地区水田の浸水被害に関する陳情書
　　「結果：全会一致で採択」
　○二連木堰再利用に関する請願書
　　「結果：閉会中の継続審査」

　公共工事請負契約の締結
　工事名：平成３０年村道県道下段線下之段
　　　　　橋下部工（Ｐ２）工事　　
　契約金額：１３２，８４０，０００円
　請負会社：株式会社　中央設備

　熊本県後期高齢者医療広域連合規約の
　一部変更
　広域連合議員は構成市町村（県内全市町村）
の長又は議会の議員により組織しているが、改
正では現在の議員定数を３２人から４５人へ変
更するもの。また、各構成市町村の議会におい
て１人を選挙し選出するもの

　山江村移動通信用鉄塔の施設及び管理に
　関する条例の一部を改正する条例の制定
　鉄塔施設の位置が確定したことに伴い条例の一部
を改正するもの。
鳥屋移動通信用鉄塔施設　万江丙４８９番５
日当移動通信用鉄塔施設　万江丙５４８番２
横手移動通信用鉄塔施設　万江丙５６４番５

　山江村分収造林に係る地上権設定契約の
　解約
　契約時山林の所有地　　山田大平２７－２
　契約時面積　　　　　　４０．７０ｈa

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

人事案件・決算認定など

　平成29年度決算は、一般会計に特別会計を
合わせた総決算額においては、歳入4,985,122
千円、歳出4,648,922千円で、形式収支は
336,200千円の黒字、実質収支は318,229千円
の黒字であり、実質単年度収支は48,727千円
の赤字となっている。
しかしながら、今後も高齢化が進み、医療技術
の高度化や老人医療受給者の増加等により、
医療費等に係る歳出が益々増加するものと思
われる。
一般会計の財政構造は、実質収支比率10.6％
で前年度より4.5％降下し、経常収支比率は
90.0％で1.4％上昇、財政力指数は0.139で
0.004と上昇し、実質公債費比率は9.2％で0.2
％降下している。
今後とも厳しい財政状況の中で、自主財源を
確保するとともに経常的経費を節約し、積極
的に諸事業の推進を図り、一層の計画性と効
率性を求め、健全で持続可能な行財政基盤の
構築に取り組み、村民の福祉の増進と安心し
て暮らせる山江村づくりにより一層努めるこ
とを望む。

監査委員の審査意見書決算に伴う監査委員の審査意見書



　
　
　

村
長
の
施
政
方
針
に
、
「
所
得
の

向
上
」
「
暮
ら
し
や
す
い
福
祉
の
充
実
」

「
安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
」
「
村

民
が
輝
く
人
材
育
成
」
な
ど
が
あ
る
が
。

　
　
　

農
業
は
、
栗
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
、
林
業
は
、
特
用
林
産
物
の
拡
大
生
産

に
取
り
組
み
、
商
工
業
で
は
、
プ
レ
ミ
ア

ル
商
品
券
を
発
行
し
、
連
携
を
深
め
て
い

き
た
い
、
山
江
村
の
課
題
解
決
に
向
け
て

し
っ
か
り
と
村
政
を
担
当
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

物
産
館
に
新
設
す
る
栗
の
ペ
ー
ス

ト
工
場
の
状
況
と
現
状
は
。

　
　
　

工
期
を
11
月
末
と
し
て
お
り
、
工

期
終
了
後
、
検
査
等
を
経
て
、
直
ち
に
栗

加
工
品
等
の
試
作
・
製
造
を
行
な
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

小
学
校
、
中
学
校
内
と
通
学
路
の

安
全
性
に
つ
い
て
は
。

　
　
　

交
通
安
全
、
防
犯
、
防
災
の
３
つ

の
観
点
か
ら
安
全
対
策
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
。
学
校
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
危
険
個

所
を
中
心
に
県
土
木
部
、
駐
在
所
、
各
学

校
、
建
設
課
、
教
育
委
員
会
な
ど
合
同
点

検
を
実
施
し
て
お
り
、
通
学
時
に
お
け
る

事
故
防
止
に
努
め
た
い
。

　
　
　

山
田
小
学
校
、
万
江
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
樹
木
の
伐
採
、
剪
定
の
計
画
は
。

　
　
　

平
成
30
年
度
に
計
画
し
、
夏
休
み

中
に
実
施
し
た
い
。

　
　
　

通
学
路
、
日
向
瀬
橋
か
ら
山
田
小

学
校
か
ら
小
山
田
線
の
通
学
路
に
「
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
」
な
ど
の
大
型
鳥
獣
が
出
没

す
る
状
況
で
あ
る
が
対
応
は
。

　
　
　

通
学
路
の
安
全
性
も
含
め
、
人
的

被
害
、
農
林
産
物
の
被
害
防
止
対
策
と
し

て
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
防
止
柵
も

あ
る
。

　
　
　

サ
ル
の
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

な
か
な
か
捕
獲
に
困
難
が
あ
る
。
大
型
の

箱
罠
や
専
門
家
の
研
修
な
ど
必
要
だ
と
思

う
が
。

　
　
　

有
害
鳥
獣
対
策
委
員
を
熊
本
県
南

を
代
表
と
し
て
、
情
報
を
集
め
な
が
ら
状

況
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

野
生
の
猫
が
、
現
在
、
山
江
村
地

域
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
山
中

や
林
道
な
ど
に
子
猫
や
親
子
猫
な
ど
捨
て

て
帰
る
状
況
で
も
あ
り
、
県
が
補
助
金
新
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一般質問!!ここが聞きたい!!一般質問!!ここが聞きたい!!
（一般質問）

○村長の政治方針について
○山江温泉、物産館について
○小中学校の校内と通学路の安全性について
○鳥獣被害対策、野良猫の対策について

〇地域づくりと１００人委員会について

〇やまえ栗ブランド力向上推進事業について
〇スクールバス停を含むバス路線や通学路の安全対策について

〇村道・農道等公共施設の除草業務委託について
〇本村の過疎地域等における集落対策の推進について
○村内小中学校における「いじめ」対策について

○丸岡号の運行について
○第６次山江村総合振興計画について

○施政方針について
○農業経営の担い手・人づくり、組織化づくりについて
○女性の健康支援「乳がん検診」について

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

１ 森　田　俊　介

２ 西　　　孝　恒

３ 中　竹　耕一郎

４ 立　道　　　徹

５ 松　本　佳　久

６ 横　谷　　　巡

６～７ページ

７～８ページ

8ページ

9ページ

9～10ページ

10～11ページ

一般質問

村
長
の
政
治
方
針
は

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

※
議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
質
問
内
容
の
す
べ
て
を

　

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
各
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
原
稿
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

森田　俊介議員



設
で
、
犬
、
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
に
対
し
、

猫
や
犬
の
避
妊
、
去
勢
の
費
用
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
が
、
山
江
村
と
し
て
新
設
補

助
金
の
利
用
の
考
え
は
。

　
　
　

各
地
域
か
ら
野
良
猫
に
よ
る
糞
害

な
ど
の
情
報
が
多
く
、
環
境
美
化
監
視
委

員
会
議
の
中
で
も
野
良
猫
対
策
の
課
題
あ

げ
、
次
回
の
会
議
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

「
や
ま
え
栗
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
」
に
つ
い
て
そ
の
事
業
内
容
や
状
況
を

伺
う
。

　
　
　

今
年
度
取
り
組
む
事
業
と
し
て
海

外
で
の
や
ま
え
栗
Ｐ
Ｒ
活
動
に
3
0
0
万

円
、
全
国
発
行
誌
に
や
ま
え
栗
を
掲
載
し

Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
と
し
て
2
5
0
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。
今
年
度
は
フ
ラ
ン
ス
の
み

な
ら
ず
ア
ジ
ア
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
食

品
展
示
会
等
へ
出
店
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
飛
行
機
の
機
内
誌
に
掲
載
さ
れ
る
運
び

で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
正
予

算
第
3
号
で
1
0
8
万
円
の
追
加
で
あ
る

が
そ
の
事
業
に
つ
い
て
。

　
　
　

機
内
誌
の
や
ま
え
栗
特
集
記
事
な

ど
山
江
村
だ
け
を
集
め
た
冊
子
を
作
る
の

に
1
0
8
万
円
か
か
る
、
5
0
0
0
部
を

山江村議会だより 平成30年10月31日発行⑦

一般質問

一般質問!!ここが聞きたい!!

作
成
で
き
る
の
で
国
内
主
要
空
港
の
ほ
か

村
の
Ｐ
Ｒ
材
料
と
し
て
活
用
で
き
る
。

　
　
　

昨
年
6
月
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
販
売

や
商
談
後
の
進
展
状
況
は
。

　
　
　

輸
出
す
る
に
は
関
税
等
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
販
売
の
ロ
ッ
ト
数
を
上
げ
る

こ
と
が
大
事
、
更
な
る
販
路
拡
大
の
展
開

等
を
進
め
る
。

　
　
　

地
域
づ
く
り
研
究
所
に
お
け
る
や
ま

え
栗
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

東
京
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り

成
果
品
が
出
て
い
る
。
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
「
や
ま
え
栗
の
一
年
」
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
「
山
江
村
は
栗
づ
く
し
」
の
発
行
を
は

じ
め
デ
ー
タ
化
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
作
成
な

ど
ま
た
栗
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　

栗
生
産
事
業
に
つ
い
て
は
約

1
5
0
0
万
円
の
計
上
で
あ
る
が
そ
の
事

業
内
容
と
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
　

国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活

用
し
て
、
や
ま
え
栗
の
団
地
化
と
生
産
量

の
増
加
、
農
業
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
る

た
め
、
栗
の
新
植
を
推
進
す
る
事
業
で
あ

る
。
選
定
さ
れ
た
圃
場
の
地
拵
え
か
ら
苗

木
代
、
施
肥
防
護
柵
な
ど
受
益
者
の
個
人

負
担
は
な
い
委
託
事
業
で
あ
る
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線
の
各
待
合
所

の
管
理
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
　

年
1
回
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す

る
万
江
小
、
山
江
中
の
保
護
者
や
児
童
生

徒
で
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
管
理
費

に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
。
先
般
バ
ス
停
の
状
況
を
調
査
し
た

が
看
板
も
傷
ん
で
い
る
。
待
合
所
に
つ
い

て
は
設
置
者
の
意
向
を
確
認
し
、
で
き
る

だ
け
の
支
援
を
し
て
行
き
た
い
。

　
　
　

歩
道
の
老
朽
化
や
横
断
歩
道
等
の

標
示
の
劣
化
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

毎
年
の
よ
う
に
県
へ
要
望
し
て
い

や
ま
え
栗
ブ
ラ
ン
ド
力

　
　
　

向
上
推
進
事
業
と
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
を
含
む

　

 

バ
ス
路
線
や
通
学
路
の

　
　
　
　
　
　

安
全
対
策
を

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

西　孝恒 議員

フランスでのやまえ栗を使った商品商談会

他町村で設置している鳥獣被害防止の金網柵
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地
域
づ
く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
。
基
本
的
な
認
識
、
狙
い
、
や
り
方
、

手
法
、
地
域
の
姿
、
課
題
は
。

　
　
　

持
続
可
能
な
山
江
村
を
創
る
。
地

域
社
会
の
維
持
を
前
提
と
し
て
、
絶
え
ず

変
化
を
し
て
い
く
そ
の
時
折
の
課
題
に
対

し
て
柔
軟
な
対
応
で
対
策
を
打
ち
事
業
を

展
開
し
て
い
く
。
積
極
的
に
取
り
組
む
。

資
源
を
活
用
し
、
経
済
的
に
も
し
か
り
、

心
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
。
夢
の

あ
る
山
江
村
と
し
て
残
す
こ
と
が
我
々
の

責
任
で
あ
る
。

　
　
　

人
口
減
少
が
課
題
で
あ
る
。
人
吉

球
磨
地
域
を
ひ
と
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す

る
事
が
必
要
で
は
な
い
か
。
財
政
的
な
将

来
予
想
か
ら
す
れ
ば
、
フ
ル
セ
ッ
ト
で
環

境
設
備
は
ほ
ぼ
で
き
な
い
。
狭
い
地
域
で

の
人
口
の
取
り
合
い
は
不
適
切
で
は
。

　
　
　

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
よ

り
良
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
移
住
を
図
り

人
口
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

せ
っ
か
く
地
元
の
素
晴
ら
し
い
教

育
を
受
け
都
会
の
専
門
高
校
、
大
学
を
卒

業
し
て
も
殆
ど
村
に
帰
ら
な
い
。
都
会
の

働
き
手
と
し
て
取
ら
れ
て
し
ま
う
。
今

後
、
帰
り
た
い
と
思
う
地
域
づ
く
り
、
帰

っ
た
ら
夢
を
持
っ
て
暮
ら
そ
う
と
思
う
産

業
づ
く
り
も
必
要
と
思
う
が
、
学
校
で
の

職
業
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
状
況
は
。

　
　
　

帰
っ
て
来
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て

い
き
た
い
。
起
業
体
験
推
進
事
業
を
文
科

省
補
助
で
実
施
し
た
。
グ
ロ
ー
カ
ル
社
会

に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
　
　

地
域
づ
く
り
研
究
所
に
つ
い
て
、

規
模
は
ど
う
す
る
の
か
。
時
期
は
い
つ
ま

で
を
目
途
と
す
る
か
。
１
０
０
人
委
員
会

へ
の
支
援
は
。

　
　
　

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
I
C
T
を

活
用
し
た
法
人
組
織
設
立
を
目
標
と
し
て

い
る
。
地
方
創
生
の
交
付
金
活
用
が
で
き

な
く
な
れ
ば
別
の
方
法
を
考
え
る
。
住
民

の
皆
さ
ん
が
実
践
運
動
で
き
る
中
間
的
な

組
織
と
し
活
用
し
て
い
く
。
未
来
塾
に
は

口
出
し
し
な
い
。

　
　
　

先
駆
的
な
企
画
実
践
で
あ
る
が
、

今
ひ
と
つ
村
民
の
情
報
共
有
具
合
が
足
り

な
い
の
で
は
。

　
　
　

総
務
省
発
行
の
情
報
通
信
白
書
で

も
事
例
紹
介
さ
れ
た
。
創
意
工
夫
を
重
ね

る
。

　
　
　

費
用
対
効
果
検
証
の
観
点
か
ら
事

業
の
報
告
書
、
白
書
を
適
切
な
時
期
に
発

行
す
べ
き
で
は
。
外
部
か
ら
の
事
業
評
価

が
必
要
で
は
。
チ
ー
ム
山
江
と
し
て
さ
ら

な
る
業
務
推
進
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
だ

が
。

　
　
　

事
業
成
果
に
つ
い
て
は
指
標
が
曖

昧
で
あ
る
。
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ

き
数
値
を
定
め
業
績
評
価
し
て
い
る
。
達

成
度
を
確
認
す
る
手
法
を
検
討
す
る
。
将

来
を
見
据
え
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
活
動
す
る
職

員
を
育
成
す
る
。
二
年
前
に
発
行
し
た
ス

ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
冊
子
そ
の
も
の
が
将
来

の
村
を
想
像
し
た
も
の
で
あ
る
。

一般質問
る
が
、
一
応
予
算
内
で
優
先
順
位
に
よ
る

よ
う
で
あ
る
。
来
年
度
以
降
に
な
る
か
と

思
う
。

　
　
　

山
江
村
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
状
況
や
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
の
塀

な
ど
調
査
結
果
や
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

該
当
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
万
江
小

と
山
江
中
に
各
1
カ
所
あ
り
一
部
で
は
あ

る
が
高
さ
制
限
を
超
え
て
い
る
な
ど
県
へ

報
告
し
応
急
的
に
安
全
対
策
を
と
っ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
面
か
ら
県
の
動

向
も
含
め
、
速
や
か
に
改
修
し
た
い
と
考

え
る
。

地
域
づ
く
り
の

　
　
　

あ
る
べ
き
姿
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

こんなことが決まりました

中竹　耕一郎 議員

やまえ１００人委員会の活動報告会（全体会）

ＰＴＡ等で管理されているスクールバス待合所
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一般質問
　
　
　

委
託
先
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
事
業
活
動
の
現
状
は
。

　
　
　
　
会
員
の
減
少
で
作
業
が
重
な
る
時

期
に
は
人
手
不
足
す
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

体
制
づ
く
り
の
支
援
・
応
援
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
高
齢
社
会
対
策
を
支

え
る
重
要
な
組
織
と
し
て
、
都
道
府
県
の

指
定
を
受
け
た
社
団
法
人
で
あ
る
。
村
と

し
て
、
業
務
の
委
託
や
運
営
等
に
対
す
る

補
助
を
行
い
、
会
員
の
募
集
も
広
報
等
に

お
い
て
、
役
割
や
活
動
を
知
ら
せ
、
体
制

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　

森
林
組
合
の
合
併
に
よ
り
、
事
業

依
頼
の
応
変
的
な
対
応
が
足
り
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
除
草
作
業
等
の
委
託

先
、
受
け
手
の
新
た
な
組
織
化
を
図
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　

労
務
班
の
高
齢
化
、
今
後
深
刻
な
課

題
で
あ
る
。
作
業
の
効
率
面
も
踏
ま
え
て
今

後
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

人
手
不
足
の
解
消
を
図
る
た
め
に

広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　

新
た
な
組
織
の
構
築
も
含
め
、
他

の
市
町
村
と
の
連
携
も
考
え
、
今
後
の
課

題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

過
疎
地
域
の
集
落
対
策
と
し
て
、
「
集

落
支
援
制
度
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
ど
の
よ
う

な
制
度
か
。

　
　
　

地
域
の
実
情
に
詳
し
く
集
落
等
の

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
支
援
員
1
人
に
つ

い
て
3
5
0
万
円
を
上
限
に
国
の
財
政
措

置
が
あ
り
、
県
内
で
も
6
団
体
で
8
名
の

方
が
お
ら
れ
、
活
動
さ
れ
て
い
る
。
業
務

内
容
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
似
て
お

り
、
集
落
の
巡
回
、
高
齢
者
の
方
の
見
守

り
等
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
制
度
を
導
入
し
て
、
集
落
対

策
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

業
務
の
内
容
が
各
課
、
多
岐
に
わ

た
る
こ
と
も
あ
る
の
で
必
要
性
、
財
政
面

と
協
議
を
重
ね
、
導
入
に
向
け
て
調
査
を

進
め
る
。

　
　
　

小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
実

態
は
な
い
か
。

　
　
　

い
じ
め
の
実
態
を
把
握
し
、
い
じ

め
防
止
検
討
委
員
会
を
開
き
、
早
期
発

見
、
解
消
に
努
め
て
い
る
。
い
じ
め
の
調

査
結
果
で
は
、
ひ
や
か
し
、
か
ら
か
い
、

も
の
を
隠
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。

　
　
　

S
O
S
の
出
し
方
教
育
の
取
り
組

み
は
。

　
　
　

特
別
活
動
の
授
業
・
保
健
体
育
の

授
業
に
お
い
て
、
生
活
上
の
諸
問
題
の
解

決
方
法
、
思
春
期
に
お
け
る
不
安
や
悩
み

の
解
決
方
法
、
心
の
健
康
へ
の
理
解
を
深

め
た
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
方
法
な
ど
の
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

い
じ
め
の
発
見
の
き
っ
か
け
と
し

て
、
保
護
者
等
と
の
連
携
を
図
り
、
未
然

防
止
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
肝
要
か
と
思
う

が
い
か
が
か
。

　
　
　

未
然
防
止
策
と
し
て
、
P
T
A
総

会
、
学
年
懇
談
会
等
で
保
護
者
と
教
職
員

が
話
し
合
う
機
会
を
設
け
て
い
る
。
保
護

者
か
ら
の
電
話
相
談
、
家
庭
訪
問
等
を
行

い
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
や
対
応
を
行

い
、
重
大
事
態
に
至
ら
な
い
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　
　

平
成
29
年
度
は
延
べ
8
7
9
5
人

の
方
が
利
用
し
た
「
ま
る
お
か
号
」
。
今

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

村
道
・
農
道
等
公
共
施
設
の

　
　
　
　

除
草
業
務
委
託
は

本
村
の
過
疎
地
域
等
に

　
　
　

お
け
る
集
落
対
策
は

乗
合
タ
ク
シ
ー

　
　
　

「
ま
る
お
か
号
」

村
内
小
中
学
校
に
お
け
る

　
　
　
　

「
い
じ
め
」
対
策

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

立道　徹 議員

松本　佳久 議員

道路の除草作業をするシルバー人材会員
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一般質問

　
　
　

合
戦
峰
物
産
販
売
所
建
設
事
業
、

栗
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
の
進
め
方
に

つ
い
て
、
住
民
村
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
が

不
十
分
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
理
解

と
協
力
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
計

画
段
階
か
ら
の
手
順
な
ど
、
丁
寧
な
説
明

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
村
長
の
所
見

を
伺
う
。

後
の
運
営
方
針
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　

「
ま
る
お
か
号
」
の
運
行
経
費
は

利
用
者
負
担
が
約
25
％
、
山
江
村
の
負
担

が
約
75
％
、
警
察
署
へ
自
主
的
に
運
転
免

許
証
を
返
納
さ
れ
運
転
経
歴
証
明
書
を
取

得
さ
れ
た
方
は
更
に
半
額
の
料
金
で
あ

る
。
期
限
切
れ
で
免
許
証
が
失
効
し
た
方

は
警
察
署
か
ら
の
運
転
経
歴
証
明
書
の
取

得
が
出
来
な
い
の
で
、
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。
高
齢
者

の
方
の
利
用
料
金
割
引
に
つ
い
て
も
村
民

の
声
を
聴
き
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で
検

討
を
重
ね
る
。
利
用
者
が
少
な
か
っ
た
路

線
バ
ス
時
代
に
約
1
0
0
0
万
円
の
補
助

金
を
バ
ス
会
社
に
支
払
っ
て
い
た
事
を
考

え
る
と
、
現
在
の
運
行
補
助
金
の
約

7
0
0
万
円
は
山
江
村
に
と
っ
て
は
割
安

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

平
成
21
年
3
月
策
定
の
総
合
計
画

で
は
「
九
州
山
江
村
の
創
造
、
人
が
魅

力
・
自
然
が
魅
力
・
元
気
が
魅
力
」
を
掲

げ
て
い
た
が
、
今
回
は
ど
の
よ
う
な
考
え

方
で
進
め
る
の
か
。

　
　
　

今
回
の
10
年
計
画
は
、
①
分
か
り

や
す
い
計
画
を
、
②
村
民
と
行
政
と
協
働

で
策
定
し
、
③
活
力
あ
る
村
を
創
造
し
、

④
夢
や
希
望
を
抱
き
愛
着
と
誇
り
を
持
て

る
山
江
村
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
基
本

に
進
め
る
。
日
本
国
が
人
口
減
少
社
会
に

突
入
し
た
中
で
、
い
か
に
し
て
「
持
続
可

能
な
山
江
村
」
を
創
り
上
げ
る
の
か
が
重

要
な
柱
で
あ
る
。
小
学
生
高
学
年
以
上
の

方
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
お
願
い
し
、

ま
た
村
内
各
地
区
で
村
民
の
声
を
聴
く
会

も
開
催
し
ま
す
が
、
例
え
ば
託
児
所
を
開

設
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
多
く
の
方
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
役
場
職
員

に
は
自
分
の
課
の
事
と
、
他
の
課
の
事
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
て
い
く
。
総
合
振
興

計
画
審
議
会
委
員
に
は
広
く
人
材
の
公
募

を
行
い
た
い
。
総
合
計
画
の
中
に
は
当

然
、
財
政
計
画
も
加
え
ま
す
。
村
づ
く
り

基
本
条
例
の
制
定
は
白
紙
の
状
態
で
す

が
、
10
年
計
画
策
定
の
中
で
調
査
研
究
を

し
た
い
。
万
江
川
上
流
の
水
利
権
返
還
は

　
　
　

公
共
事
業
の
透
明
化
に
つ
い
て

は
、
広
く
情
報
公
開
を
す
る
と
い
う
態
度

で
接
し
て
い
る
。
ご
指
摘
の
事
業
に
対
す

る
進
め
方
と
説
明
不
足
が
あ
っ
た
と
す
れ

ば
素
直
に
反
省
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
き
よ
う
し
っ
か
り
と
情
報
公
開
を
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　

農
業
従
事
者
の
多
く
が
高
齢
者
と

な
り
、
今
後
の
農
業
を
守
る
対
策
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
山
田
地

区
の
農
業
法
人
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

地
域
の
方
々
と
し
っ
か
り
と
話
し

合
い
を
始
め
、
将
来
的
に
は
３
カ
所
程
度

の
営
農
組
織
の
設
立
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

法
人
化
組
織
を
将
来
的
に
考
え
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
農
業
の
現
状
、
先

行
き
を
考
え
る
と
受
け
皿
は
急
を
要
し
、

数
年
後
に
は
立
ち
上
げ
る
ん
だ
と
い
う
意

気
込
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
具
体
的
な

立
ち
上
げ
の
目
途
に
つ
い
て
再
度
伺
う
。

　
　
　

目
標
と
し
て
は
、
平
成
31
年
度
に

地
域
の
方
々
と
話
し
合
い
を
始
め
、
平
成

32
年
度
設
立
に
向
け
て
動
き
出
し
た
い
。

　
　
　

個
人
で
受
託
業
務
を
さ
れ
て
い
る

10
年
前
の
総
合
計
画
に
「
万
江
川
を
次
世

代
に
大
切
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
大
切

で
す
」
と
の
文
言
が
あ
り
ま
す
が
、
水
利

権
の
返
還
に
つ
い
て
総
合
計
画
の
中
で
具

体
的
に
記
載
す
る
予
定
は
な
い
。
こ
の
計

画
書
は
村
民
の
皆
様
と
と
も
に
策
定
し
、

計
画
書
の
概
要
版
（
中
学
生
向
け
）
な
ど

作
成
も
検
討
し
た
い
。

総
合
振
興
計
画（
10
年
計
画
）

　
　
　
　
　
　
　

の
策
定
は

公
共
事
業
推
進
に
係
る

　
　

丁
寧
な
説
明
責
任
の

　
　
　
　

あ
り
方
に
つ
い
て

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
、

今
後
の
農
業
を
守
る
対
策
は

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

横谷　巡 議員

医療機関等への利用が多い「まるおか号」
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一般質問
方
、
機
械
利
用
組
合
の
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

機
械
利
用
組
合
の
組
合
員
数
は
20

名
、
田
植
え
が
41
件
で
約
14
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
稲
刈
り
が
1
2
9
件
で
約
40
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
る
。
個
人
で
受
託
さ
れ
て
い
る

方
は
約
10
名
で
、
稲
刈
り
が
主
で
約
50
ヘ

ク
タ
ー
ル
程
度
で
あ
る
。

　
　
　

こ
こ
数
年
で
出
し
手
と
受
け
手
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
は
し
な
い
か
。
農
家
か

ら
受
託
さ
れ
て
い
る
方
々
の
役
割
存
在
は

大
き
く
、
法
人
化
と
と
も
に
、
受
託
業
務

を
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

個
人
で
受
託
さ
れ
て
い
る
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
相
対
で
さ
れ
、
村
の
農
作
業
標

準
賃
金
表
を
参
考
に
契
約
さ
れ
て
い
る
。

支
援
策
に
つ
い
て
は
現
状
の
農
家
経
営
状

況
、
将
来
的
課
題
を
把
握
し
な
が
ら
農
業

振
興
対
策
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
は
ガ
ン

で
あ
り
、
女
性
の
11
人
に
1
人
が
乳
ガ
ン

に
罹
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本

村
に
お
け
る
過
去
3
年
間
の
乳
ガ
ン
検
診

受
診
率
と
要
精
密
検
査
者
数
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

過
去
3
年
間
の
平
均
検
診
受
診
率

は
56
・
17
％
で
、
要
精
密
検
査
者
数
は
27

年
度
が
9
名
、
28
年
度
が
8
名
、
29
年
度

が
4
名
で
あ
る
。

　
　
　

要
精
密
検
査
者
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

家
庭
訪
問
し
説
明
を
行
っ
て
精
密

検
査
を
受
診
さ
れ
る
よ
う
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
は
異
常
の

判
別
が
困
難
な
高
濃
度
乳
腺
に
超
音
波
検

査
受
診
を
推
奨
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
が
導
入

さ
れ
る
前
か
ら
、
超
音
波
検
査
を
実
施
し

て
い
る
。

　
　
　

自
己
検
診
（
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
）

の
普
及
啓
発
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
乳
ガ
ン
を
早

期
発
見
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
の
で
、

検
診
結
果
説
明
会
、
健
康
教
室
な
ど
で
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

入
浴
時
に
乳
ガ
ン
の
自
己
検
診
に

利
用
で
き
る
シ
ー
ト
を
導
入
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　

乳
ガ
ン
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
と

の
こ
と
で
あ
る
の
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　

女
性
の
健
康
支
援
を
す
る
「
出
前

講
座
」
開
催
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

毎
年
5
〜
8
名
の
方
々
が
乳
ガ
ン

の
要
精
密
検
査
の
対
象
者
と
い
う
こ
と
で
、

乳
ガ
ン
に
関
わ
ら
ず
、
様
々
な
ガ
ン
か
ら

健
康
を
守
る
ガ
ン
対
策
を
見
直
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　村民の皆様には、議会傍聴（議場）にぜひ
ご参加下さい。また、ケーブルテレビでのご
視聴のご意見等をお聞かせ下さい。定例会
の日程等の問い合わせは、議会事務局まで
お願いします。

TEL : 23－3401

議会を傍聴してみませんか。
お知らせ

次回の議会定例会は

　　　　 開催です。12月

乳
ガ
ン
の
検
診
と

　
　
　

自
己
検
診
の
推
進
を

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

実った稲穂、これからの担い手対策は

住民検診に無くてはならない検診車



土砂崩れ等の災害現場の調査 豪雨水害による水田の調査

見栄え、生育状況などの審査がある共進会 村章マークのつつじを短くカット（高速法面）

だんだんなぁ
　

秋
も
深
ま
り
、
朝
夕
は
気
温
も
下

が
っ
て
肌
寒
く
感
じ
る
季
節
、
山
江

の
景
色
か
ら
黄
金
色
も
少
な
く
な

り
、
山
々
は
色
づ
き
始
め
、
冬
が
間

近
に
感
じ
る
頃
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

稲
作
の
田
ん
ぼ
で
は
、
竿
掛
け

「
か
け
ぼ
し
米
」
の
様
子
が
少
な
く

な
り
、
大
型
機
械
で
の
刈
り
取
り
が

多
く
、
こ
れ
ら
も
少
子
高
齢
化
や
人

手
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
現
象
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
も
残
り
２
か
月
余
り
、
７
月

に
行
わ
れ
た
山
江
村
長
選
挙
も
内

山
村
長
が
４
期
目
の
続
投
と
な
り

ま
し
た
。村
民
の
内
山
村
政
に
期
待

す
る
声
に
議
会
議
員
も
行
政
と
協

議
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
行
か
な
け

れ
ば
成
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

最
近
は
原
油
の
高
騰
の
影
響
で
、

燃
料
、建
設
資
材
、農
業
資
材
、日
用

品
な
ど
上
昇
す
る
傾
向
で
あ
り
ま

す
し
、
来
年
10
月
か
ら
消
費
税
が
10

％
に
、
軽
減
税
率
に
も
戸
惑
い
が
あ

り
、
ど
う
な
る
の
か
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
の
日
常
生
活
も

厳
し
い
対
応
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。山
江
村
ば
か
り
で
は
な
く
、
全

国
的
に
少
子
高
齢
化
の
時
代
を
ど

う
に
か
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　

各
市
町
村
で
は
農
作
物
の
収
穫

「
農
業
祭
」
や
イ
ベ
ン
ト
が
休
日
ご

と
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。行
っ
て

み
る
と
少
し
は
心
が
癒
さ
れ
る
気

分
に
な
る
か
も
。だ
ん
だ
ん
寒
さ
が

近
づ
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

も
心
配
さ
れ
る
の
で
、
早
め
の
予
防

と
日
頃
の
健
康
に
心
が
け
た
い
も

の
で
す
。

（
文
責　

森
田　

俊
介
）

【議会広報編集委員】    委員長／立道　  徹　　副委員長／森田　俊介　　委　員／西　  孝恒・赤坂　  修

　９月議会定例会（９月５日～１４日）会期中の７日に、平成３０年度村の公共工事等の
現地調査を行った。特に大雨や台風等による災害個所の調査や、携帯電話等エリア整備事
業など７ヶ所の現場を見回った。また、村民より議会へ陳情等があった案件についても、
現地の調査を合わせて行った。

　９月１１日は、第６９回球磨畜産共進会が球磨家畜市場（錦町）で行われ、村内からも
２頭の育成種牛（１部）が出陳された。共進会には全議員で応援に駆け付け、上位入賞を
見守った。
９月１４日、９月議会最終日の閉会後、恒例の高速道路法面の村章（つつじ）マーク（上
下線）の下刈り作業を行った。今回は、平成３年頃に植栽し、大きく伸びたつつじを初め
て全体的に短くカットするなど、大掛かりな作業に議員と役場職員で汗を流した。２年後
には新しいきれいな花が咲くことに期待しているところです。
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